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中
国
の
伝
統
学
会
に
出
席
す
れ
ば
、
四
面
に
詩
や
文
章
、
そ
れ
に
書
な
ど
が
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
だ
ろ
う
。
寿
宴
に
も
必

ず
四
面
に
詩
文
、
書
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
の
は
、
歴
史
的
な
事
実
で
あ
る
。
数
え
の
四
十
に
は
じ
ま
り
、
十
年
毎
に
長
寿
の
宴
を

開
く
習
慣
が
あ
る
が
、
そ
の
四
面
に
書
か
れ
た
詩
文
や
書
絵
な
ど
が
す
な
わ
ち
寿
序
で
あ
る
。

四
十
、
五
十
だ
け
で
な
く
実
際
に
は
六
十
一
歳
の
還
暦
、
七
十
、
八
十
と
数
え
九
十
に
至
る
例
は
ご
く
少
な
い
。
還
暦
だ
け
は
満
で
あ

る
。
乾
隆
帝
（
一
七
一
一
～
一
七
九
九
）
が
歴
代
の
皇
帝
の
中
で
一
番
寿
命
が
長
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
八
十
の
賀
宴
を
開
く
の
が
や
っ

と
だ
っ
た
。
日
本
の
中
国
学
者
で
「
九
十
の
賀
宴
」
を
開
催
し
た
の
は
宇
野
精
一
先
生
と
福
井
康
順
先
生
で
あ
る
が
、
両
方
の
宴
席
に
出

席
す
る
光
栄
に
浴
し
た
の
が
筆
者
で
あ
る
。

日
本
の
こ
と
は
さ
て
お
き
中
国
で
は
、
こ
の
寿
序
の
風
習
は
次
第
に
南
方
か
ら
北
方
へ
、
さ
ら
に
全
中
国
に
ひ
ろ
が
り
今
日
で
は
ほ
ぼ

定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
清
朝
ま
で
で
長
命
だ
っ
た
の
は
沈
徳
潜
（
一
六
七
三
～
一
七
六
九
）
で
あ
る
が
、
そ
の
没
年
は
乾
隆
三
十

五
年
（
一
七
七
〇
）
九
月
で
あ
る
。
沈
徳
潜
に
つ
い
て
は
「
沈
徳
潜
と
袁
枚
の
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
」（『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
国
古

典
文
学
論
集
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
三
月
所
収
）
と
「
乾
隆
帝
左
右
の
文
臣
の
役
割
～
御
選
『
唐
宋
詩
醇
』
と
沈
徳
潜
の
場
合
～
」

（『
國
學
院
雑
誌
』
特
集　

中
国
学
の
現
在
、
一
〇
六
（
一
一
）、
二
〇
〇
五
年
十
一
月
、
所
収
）
と
に
詳
し
い
。
後
者
に
い
う
。「
と
こ
ろ

が
皇
太
后
の
七
十
歳
の
祝
宴
に
参
列
す
る
た
め
二
十
六
年
に
上
京
し
て
『
國
朝
詩
別
裁
』
を
奉
呈
し
た
際
に
は
、
一
転
し
て
銭
謙
益
が
ら

み
で
不
興
を
蒙
っ
た
の
で
あ
る
。」
し
か
し
乾
隆
三
十
五
年
九
月
に
沈
徳
潜
の
「
死
の
知
ら
せ
が
都
へ
と
ど
く
と
、
帝
は
と
く
に
太
子
太
師

「
寿
序
」
に
つ
い
て

佐

藤

一

郎

〈
特
別
寄
稿
〉



137 「寿序」について

の
栄
位
を
贈
り
、
賢
良
祠
に
そ
の
霊
を
祭
り
、
諡
を
文
愨
と
定
め
ら
れ
、
さ
ら
に
追
悼
の
御
製
詩
ま
で
賜
っ
た
の
で
あ
る
。」

前
の
論
文
で
袁
枚
（
一
七
一
六
～
一
七
九
八
）
に
言
及
し
て
い
る
が
、
沈
徳
潜
と
袁
枚
は
同
年
の
進
士
で
あ
り
、
一
生
付
き
合
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
が
中
国
で
の
慣
行
で
あ
る
。
し
か
も
沈
徳
潜
が
詩
に
お
い
て
は
格
調
派
の
指
導
者
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
袁
枚
は
性
霊

派
の
指
導
者
で
あ
り
、
沈
徳
潜
が
蘇
州
の
長
洲
の
人
で
あ
る
の
に
袁
枚
は
杭
州
の
人
で
あ
っ
た
。
袁
枚
は
弱
冠
進
士
合
格
。
詩
を
作
り
題

し
て
「
同
一
百
九
十
三
人
試
博
學
鴻
詞
于
保
和
殿
下
、
時
班
中
無
弱
冠
者
、
諸
王
都
來
疑
年
、
口
號
以
對
」
と
い
う
。
乾
隆
四
年
（
一
七

三
九
）
進
士
二
十
四
歳
、
改
翰
林
院
庶
吉
士
。
沈
徳
潜
は
す
で
に
老
人
で
あ
り
天
下
に
知
ら
る
。
乾
隆
四
年
の
進
士
、
改
庶
吉
士
。
両
者

の
関
係
は
複
雑
で
あ
り
事
実
両
者
は
一
生
付
き
合
う
羽
目
に
な
っ
た
。
沈
徳
潜
が
兄
の
袁
枚
を
採
ら
ず
に
三
妹
の
袁
機
を
『
清
詩
別
裁
』

の
中
で
選
ん
で
い
る
の
も
む
べ
な
る
哉
で
あ
る
。（『
松
浦
友
久
博
士
追
悼
記
念
中
国
古
典
文
学
論
集
』
中
の
拙
文
参
照
）『
袁
枚
全
集
』（
江

蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
第
七
巻
は
、
袁
棠
・
袁
杼
・
袁
機
の
『
袁
家
三
妹
合
稿
』
と
『
随
園
女
弟
子
詩
選
』
を
収
め
る
。
袁
枚

の
妻
妾
、
三
姉
妹
、
女
弟
子
に
は
才
女
が
き
わ
め
て
多
い
が
、
こ
の
袁
機
の
悲
運
の
ご
と
き
は
ま
さ
に
列
女
伝
中
の
人
物
に
近
く
、
沈
徳

潜
の
道
徳
観
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
ろ
う
。
袁
機
の
『
素
文
女
子
遺
稿
』
に
は
、
巻
頭
に
兄
枚
の
「
女
弟
素
文
傳
」
を
載
せ
て
い
る
。

『
素
文
女
子
遺
稿
』
中
の
袁
機
詩
と
『
清
詩
別
裁
』
の
彼
女
の
「
聞
雁
」
に
は
、
極
め
て
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
前
者
で
は
、

秋
高
霜
氣
重

孤
雁
最
先
鳴

響
遏
碧
雲
冷

　

…
…

と
な
っ
て
い
る
の
に
反
し
、『
清
詩
別
裁
』
本
は
、
第
三
句
以
下
に
い
ち
じ
る
し
く
手
を
入
れ
て
、
次
の
よ
う
に
改
訂
し
て
い
る
。

響
入
空
閨
靜

心
憐
永
夜
清

自
從
成
隻
影

同
是
感
離
情

誰
許
並
高
節
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寒
林
有
貞
女

　

こ
の
後
に
沈
徳
潜
の
評
が
入
っ
て
お
り
、「
應
に
母
家
に
歸
り
て
自
り
後
の
作
な
る
べ
し
、
自
ら
隻
影
を
憐
む
も
、
靜
正
貞
を
守
り
て
、

言
外
に
絶
え
て
怨
尤
す
る
こ
と
無
し
。
以
て
其
の
志
を
哀
む
可
し
矣
」
と
あ
る
。

袁
枚
の
寿
序
の
作
と
し
て
は
、『
小
倉
山
房
詩
集
』
巻
二
十
三
の
「
湘
山
子
四
十
歳
索
詩
」「
鄭
南
耕
八
十
歳
索
詩
」
二
首
、
巻
二
十
七

の
「
彭
芝
亭
大
司
馬
八
十
索
詩
」
四
首
」、「
祝
史
抑
堂
少
司
馬
七
十
」
四
首
、
巻
三
十
一
の
「
七
十
生
日
作
」、
巻
三
十
四
の
「
書
制
府
六

十
寿
詩
」
四
首
、
巻
三
十
六
の
「
八
十
自
寿
」
十
首
、『
補
遺
』
巻
一
の
「
滌
齋
先
生
八
十
索
詩
」
二
首
、
巻
二
の
「
陶
京
山
六
十
索
詩
」

十
首
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、『
國
學
院
中
國
學
會
報
』（
旧
名
『
漢
文
学
会
々
報
』
第
十
七
輯
、
一
九
七
二
年
）
に
「
袁
枚
に
お
け
る
詩
文

の
位
置
」
を
掲
載
し
て
い
る
。

北
方
の
出
身
の
紀
昀
は
、
河
間
府
献
県
（
今
河
北
省
献
県
）
で
生
ま
れ
た
。
頃
は
清
の
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）、
亡
く
な
っ
た
の
は
嘉

慶
十
年
（
一
八
〇
五
）
で
あ
る
。『
紀
昀
評
伝
』
上･

下
（
南
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
周
積
明
著
（
一
九
四
九
年
浙
江
省
鎮
海

の
人
。
現
在
湖
北
大
学
中
国
文
化
史
研
究
所
副
所
長
。
教
授
）
が
あ
る
。
紀
昀
の
同
時
代
は
〈
乾
嘉
〉
の
時
期
で
あ
り
、
大
学
者
が
続
出

し
た
頃
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
紀
昀
の
従
兄
紀
昭
も
乾
隆
二
十
二
年
の
進
士
で
、『
毛
詩
廣
義
』
の
著
が
あ
る
。
紀
昀
自
身
は
乾
隆
十
九
年
の

進
士
。
年
は
三
十
一
歳
、
庶
吉
士
に
改
め
ら
れ
た
。「
最
も
号
し
て
人
を
得
た
り
」
と
い
わ
れ
る
の
は
王
鳴
盛
・
王
昶
・
朱
筠
・
銭
大
昕
等

も
一
緒
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
庶
吉
士
か
ら
さ
ら
に
翰
林
院
入
り
を
果
た
し
た
。
乾
隆
帝
は
五
十
の
大
寿
の
年
に
、
紀
昀
た
ち
群
臣
を
率

い
て
泰
山
に
登
っ
た
。
紀
昀
の
文
才
を
誰
よ
り
も
愛
し
た
の
は
乾
隆
帝
で
あ
る
。
そ
の
絶
妙
の
や
り
と
り
は
ま
さ
し
く
紀
昀
の
才
能
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
親
戚
を
弁
護
し
た
廉
で
ウ
ル
ム
チ
に
流
さ
れ
た
が
、『
烏
魯
木
斉
雑
詩
』
百
六
十
首
を
読
ん
で
、
友
人
銭
大
昕
を
感

激
さ
せ
た
。

乾
隆
三
十
五
年
（
一
七
七
〇
）
の
十
二
月
に
、
都
の
帝
は
突
然
紀
昀
の
こ
と
を
想
出
し
、
特
に
帰
る
よ
う
に
お
命
じ
に
な
っ
た
。
翌
年

六
月
、
紀
昀
は
万
里
の
地
を
跋
渉
し
て
帰
郷
し
た
。
帰
郷
し
た
も
の
の
な
か
な
か
乾
隆
帝
の
お
召
し
の
声
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
再
び
翰

林
院
入
り
を
果
た
し
た
直
後
に
『
四
庫
全
書
』
の
総
編
修
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
上
『
四
庫
全
書
』
の
編
集
長
は
紀
昀
で
あ

り
、
乾
隆
四
十
六
年
（
一
七
八
一
）
十
二
月
に
『
四
庫
全
書
』
は
完
成
、
そ
れ
に
続
い
て
、『
四
庫
全
書
総
目
』
編
集
を
も
果
た
し
た
の
は
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乾
隆
五
十
八
年
（
一
七
九
三
）
の
こ
と
だ
っ
た
。

阮
元
の
「
紀
文
達
公
遺
集
序
」
に
言
う
、「
撰
定
す
る
と
こ
ろ
の
『
総
目
提
要
』
は
多
く
は
万
余
種
に
至
る
。
古
を
考
え
て
は
必
ず
諸
を

是
に
求
め
て
論
を
持
し
、
努
め
て
そ
の
平
允
を
得
た
り
」
と
。

紀
昀
の
晚
年
、
乾
隆
四
十
四
年
（
一
七
七
九
）
に
は
内
閣
学
士･

兼
礼
部
侍
郎
、
乾
隆
四
十
七
年
（
一
七
八
二
）
に
は
兵
部
侍
郎
に
択

ば
れ
、
兼
ね
て
文
淵
閣
直
閣
事
と
な
っ
た
。
最
後
に
は
礼
部
尚
書
、
協
辨
大
学
士
・
太
子
太
保
、
国
子
監
事
を
加
え
、
并
せ
て
紫
禁
城
騎

馬
を
賜
っ
た
の
で
あ
る
。

紀
昀
の
北
京
の
屋
敷
跡
は
一
部
残
っ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
隣
接
し
た
施
設
に
割
か
れ
今
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
一
部
だ
け
で

も
現
在
目
に
で
き
る
の
は
ま
だ
ま
し
な
方
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
期
は
ま
さ
し
く
考
証
学
の
全
盛
時
代
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
付
い
て
は
、
す
で
に
筆
者
は
論
文
「
同
時
代
人
姚
鼐
と
戴
震･

段

玉
裁
」
を
『
慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
四
号
（
一
九
九
二
年
十
二
月
）
に
発
表
し
て
い
る
。
同
論
文
で
、「
乾
隆･

嘉
慶
両
帝
の
治
政
は
、
清
朝
考
証
学
の
全
盛
時
代
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
学
問
の
中
心
は
宋
代
以
来
富
裕
を
も
っ
て
天
下
に
聞
こ
え
た
江

南
地
方
に
あ
り
、
こ
こ
で
は
文
字
学･

音
韻
学･

校
勘
学
な
ど
の
知
識
の
集
積
の
上
に
築
か
れ
て
き
た
実
証
的
な
経
学
の
研
究
が
脈
々
と

継
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
そ
の
全
盛
期
に
青
年
時
代
を
生
き
た
江
南
出
身
の
知
識
人
は
、
通
常
は
考
証
学
の
系
譜
に
数
え
ら

れ
な
い
文
学
畠
の
人
で
さ
え
も
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
時
代
の
風
潮
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
性
霊
派
の
代
表
格
で
あ
る
袁
枚
や
、

桐
城
派
三
祖
の
第
三
代
で
あ
る
姚
鼐
の
よ
う
な
詩
文
の
大
家
に
も
、
考
証
学
の
成
果
を
意
識
し
て
取
り
入
れ
た
」
人
が
い
る
の
で
あ
る
。

姚
鼐
の
如
き
は
一
時
期
、
四
庫
全
書
館
で
働
い
て
さ
え
い
る
の
で
あ
る
。
姚
鼐
（
雍
正
九
～
嘉
慶
二
〇
・
一
七
三
一
～
一
八
一
五
）
や
桐

城
派
に
つ
い
て
は
『
中
国
文
章
論
』（
研
文
出
版
、
一
九
八
八
年
五
月
）
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
尚
、
中
国
訳
は
上
海
古
籍
出
版
社
か
ら

出
て
い
る
。
訳
者
は
慶
應
義
塾
と
関
係
の
深
い
趙
善
嘉
氏
で
あ
る
。

実
は
も
う
一
本
「
江
南
の
文
学
」
に
つ
い
て
書
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
内
容
は
四
つ
に
分
れ
、
一
、
南
京
と
蘇
州
、
二
、
科
挙
の
合
格

者
比
率
、
三
、
安
徽
の
地
位
、
四
、
北
方
文
学
か
ら
南
方
文
学
へ
、
で
あ
る
。『
江
南
の
士
大
夫
文
学
』（
近
代
文
藝
社
、
一
九
九
四
年
五

月
）
二
、
の
「
科
挙
の
合
格
者
比
率
」
に
、
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。「
清
の
乾
隆
帝
は
『
江
浙
は
人
文
の
淵
藪
で
あ
る
』
と
評
価
し
て
い

る
が
、
そ
の
産
業
と
文
化
の
水
準
は
全
国
を
圧
し
、
学
者･

文
人
の
輩
出
は
目
覚
ま
し
く
、
進
士
合
格
者
の
数
も
抜
群
で
他
の
追
随
を
許
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さ
な
い
。
譬
え
ば
清
一
代
を
通
じ
て
進
士
の
首
席
及
第
者
で
あ
る
状
元
は
、
江
蘇
四
十
九
人
、
浙
江
二
十
人
、
安
徽
九
人
で
あ
り
、
第
二

の
榜
眼
は
浙
江
二
十
九
人
、
江
蘇
二
十
六
人
、
江
西
十
人
、
安
徽
七
人
と
な
り
、
第
三
位
の
探
花
は
江
蘇
四
十
二
人
、
浙
江
二
十
七
人
、

湖
南
六
人
と
な
っ
て
い
る
。（『
清
代
科
挙
考
試
述
録
』）
い
か
に
長
江
下
流
地
域
の
出
身
者
が
好
成
績
を
お
さ
め
て
い
た
か
が
わ
か
る
」

以
上
の
事
実
か
ら
も
、
江
南
地
方
が
中
国
文
化
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
と
に
士
大
夫
の
文
学
す
な
わ
ち
詩

文
の
文
学
に
於
い
て
は
北
方
に
対
す
る
南
方
の
、
特
に
江
浙
の
優
位
は
疑
い
な
い
。
か
く
て
寿
序
の
文
学
に
お
い
て
も
、
南
方
か
ら
北
方

へ
の
道
を
辿
る
の
で
あ
る
。

清
朝
に
よ
り
精
し
い
者
と
し
て
は
、
何
時
か
ら
こ
の
傾
向
が
始
ま
っ
た
の
か
明
言
で
き
な
い
が
、
南
宋
の
頃
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う

漠
然
た
る
思
い
は
あ
る
。
こ
れ
を
実
作
に
よ
っ
て
証
明
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
乾
隆
帝
の
『
唐
宋
詩
醇
』
で
も
南
宋
で
は
陸
游
た

だ
一
人
の
み
で
あ
る
。
こ
の
陸
游
あ
た
り
を
精
査
す
れ
ば
、
こ
の
疑
問
も
解
け
る
か
も
知
れ
な
い
。
紹
興
の
鑑
湖
の
ほ
と
り
の
陸
游
の
旧

居
は
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
で
は
畠
の
中
の
碑
が
一
本
建
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
外
に
は
何
も
な
く
て
、
道
路
を
へ
だ
て
た
水
面

が
ひ
ろ
が
る
だ
け
だ
っ
た
。
大
詩
人
の
旧
居
に
し
て
は
、
わ
び
し
い
限
り
で
あ
る
。

陸
游
の
詩
の
訳
を
果
し
た
小
川
環
樹
先
生
は
、
旧
居
ま
で
は
足
を
運
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
い
様
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
二
十
一
世
紀

旅
行
の
同
行
講
師
を
務
め
た
小
生
も
、
同
旅
行
社
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
母
と
意
見
が
合
わ
ず
別
れ
さ
せ
ら
れ
た
前
妻
と
偶
然

再
会
し
た
市
内
の
沈
園
は
、
今
は
観
光
名
所
と
な
っ
て
久
し
く
建
物
も
新
し
く
建
っ
て
い
る
。
書
の
大
家
青
山
杉
雨
の
『
江
南
遊
』（
二
玄

社
、
一
九
八
三
年
九
月
）
で
も
記
述
と
写
真
が
出
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
鑑
湖
の
ほ
と
り
の
旧
居
跡
よ
り
も
、
沈
園
の
方
が
は
る
か
に

有
名
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

現
代
に
移
る
と
、
北
京
の
老
舎
の
旧
居
に
は
、
妻
の
胡
潔
青
が
住
ん
で
居
り
、
そ
の
居
間
の
周
囲
の
壁
に
は
中
国
画
の
大
家
で
あ
る
胡

潔
青
女
士
の
絵
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。

元
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
の
故
中
山
時
子
女
士
は
、
老
舎
研
究
を
生
涯
続
け
て
き
た
人
で
あ
る
。
同
女
士
の
北
京
行
き
に
筆
者
は

同
行
し
た
の
で
あ
る
（
付
記
参
照
）。

魯
迅
は
更
に
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
『
魯
迅
選
集
』（
一
巻
～
十
二
巻
、
増
田
渉･

松
枝
茂
夫･

竹
内
好
編
集
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
六

年
）
第
十
巻
『
花
辺
文
学
』
に
「
北
人
と
南
人
」
な
る
一
文
が
入
っ
て
い
る
。「
南
人
は
北
人
の
眼
中
で
は
被
征
服
者
」
で
あ
り
、「
私
の

（
1
）
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見
る
と
こ
ろ
で
は
、
北
人
の
優
れ
て
い
る
点
は
重
厚
さ
で
あ
り
、
南
人
の
優
れ
て
い
る
点
は
機
敏
さ
で
あ
る
」「
と
こ
ろ
で
文
章
を
書
く
人

は
南
人
が
多
く
、
北
人
は
む
し
ろ
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。」
と
指
摘
し
て
い
る
。
も
と
も
と
杭
州
湾
南
岸
沿
い
の
紹
興
出
身
の
魯
迅
に

と
っ
て
、
論
争
相
手
の
事
は
よ
く
知
ら
な
い
が
、
南
人
の
た
め
に
大
い
に
語
り
た
い
の
は
わ
か
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

政
治
家
で
は
南
方
か
ら
北
方
へ
の
北
伐
を
続
け
た
孫
文
と
北
方
か
ら
南
方
へ
の
道
を
進
ん
だ
毛
沢
東
が
い
る
。
藤
井
昇
三･

横
山
宏
章

編
『
孫
文
と
毛
沢
東
の
遺
産
』（
研
文
出
版
、
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
は
当
然
早
く
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
広
東

か
ら
北
へ
進
ん
だ
孫
文
と
、
北
京
か
ら
南
へ
勢
力
を
拡
大
し
た
二
人
の
生
き
方
は
対
照
的
で
あ
る
。

魯
迅
は
父
親
の
死
が
漢
方
の
不
備
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て
、
日
本
へ
留
学
し
、
仙
台
の
医
学
専
門
学
校
（
今
日
の
東
北

大
学
医
学
部
の
前
身
）
へ
迷
わ
ず
に
入
学
し
た
。
こ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
大
阪
の
『
適
塾
』
出
身
の
「
藤
野
先
生
」
で
あ
る
。

藤
野
先
生
の
故
郷
で
あ
る
福
井
県
あ
わ
ら
温
泉
に
は
適
塾
に
学
ん
で
以
降
の
手
法
で
医
院
の
復
元
工
事
が
行
わ
れ
、
側
に
は
銅
像
も
あ

り
、
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
適
塾
の
会
員
で
あ
っ
た
小
生
の
手
元
に
は
、
そ
の
機
関
誌
で
あ
る
『
適
塾
』
十
一
号
昭
和
五

十
三
年
、
十
七
号
昭
和
六
十
年
、
第
十
九
号
昭
和
六
十
一
年
、
二
十
号
昭
和
六
十
二
年
が
残
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
も
適
塾
は
中
之
島
の

南
岸
、
土
佐
堀
川
の
最
上
流
の
南
岸
に
残
っ
て
い
て
、
往
時
を
偲
ぶ
事
が
出
来
る
。
今
は
記
念
館
と
し
て
隣
近
所
の
建
物
は
な
く
、
火
災

に
も
安
全
で
あ
る
。
筆
者
も
一
度
な
か
へ
は
い
っ
て
見
た
が
大
阪
の
二
階
建
の
旧
町
家
が
こ
れ
程
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
例
は
ほ
か
に

は
な
い
。

最
近
梅
渓
昇
氏
の
『
緒
方
洪
庵
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
か
ら
出
版
さ
れ
た
が
、
梅
渓
氏
は
一
九
二
一
年
生
ま
れ
（
大
正

十
年
）、
一
九
四
三
年
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
、
大
阪
大
教
授
、
佛
教
大
学
教
授
を
経
て
、
元
大
阪
大
学
名
誉
教
授
。
二
〇
一
六

年
二
月
に
逝
去
さ
れ
た
。
適
塾
保
存
会
の
理
事
で
あ
っ
た
が
、
道
頓
堀
際
の
洋
食
店
で
丸
山
信
君
と
二
人
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
梅
渓
昇
氏
が
『
緒
方
洪
庵
』
と
い
う
固
い
書
物
を
書
上
げ
た
の
は
み
ご
と
と
感
嘆
す
る
の
外
は
な
い
。
震
災
よ
り
二
年
早
く
生
ま
れ

て
こ
の
著
述
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
目
上
の
人
や
友
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
唐
の
韓
愈
が
「
十
二
郎
を
祭
る
文
」

に
い
う
よ
う
に
、「
少
者
没
し
て
長
者
存
し
、
強
者
夭
し
て
病
者
全
か
ら
ん
と
は
。
嗚
呼
、
そ
れ
信
に
然
る
か
。
そ
れ
夢
な
る
か
。
そ
の
こ

れ
を
伝
ふ
る
こ
と
、
そ
の
真
に
非
ざ
る
か
。」
と
嘆
く
。
こ
れ
が
普
通
の
場
合
で
あ
っ
て
梅
渓
昇
氏
の
例
の
如
き
は
、
も
う
周
辺
に
は
誰
も

い
な
い
の
で
あ
る
。

（
2
）
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書
物
に
戻
る
と
「
都
道
府
県
別
適
塾
門
下
生
氏
名
」
が
あ
り
、
福
井
県
二
十
五
人
藤
野
升
八
郎
と
あ
る
の
が
魯
迅
の
い
う
「
藤
野
先
生
」

の
適
塾
時
代
の
姿
で
あ
る
。
紹
興
の
魯
迅
博
物
館
に
は
藤
野
先
生
の
像
が
あ
り
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
適
塾
の
首
席
で
一
番
有
名
な
の
は
大
村
益
次
郎
と
福
沢
諭
吉
で
あ
る
。
適
塾
は
進
級
制
で
大
阪
で
は
市
民
か
ら
は
例
外
扱
い

だ
っ
た
。「
適
塾
の
書
生
さ
ん
」
は
ま
こ
と
に
着
た
き
り
の
ボ
ロ
ど
も
で
そ
の
上
乱
暴
者
揃
い
だ
と
い
う
か
ら
た
ま
ら
な
い
。
た
だ
勉
強
だ

け
は
出
来
た
。
蘭
学
は
か
く
て
商
都
大
阪
で
、
な
ん
の
出
世
と
は
関
係
な
し
に
花
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。
適
塾
に
関
す
る
著
書
は
、『
適
塾

を
め
ぐ
る
人
々
～
蘭
学
の
流
れ
～
』
伴
忠
康
著
（
創
元
社
、
一
九
七
八
年
二
月
）
や
、『
適
塾
の
維
新
～
福
澤
諭
吉
別
伝
～
』
広
瀬
仁
紀
著

（
学
芸
書
林
、
一
九
七
六
年
）、『
大
阪
の
学
問
～
懐
徳
堂･

適
塾
～
』（
大
阪
大
学
放
送
講
座
、
一
九
八
〇
）
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
適

塾
の
人
々
～
福
沢
諭
吉･
大
村
益
次
郎･

橋
本
左
内･

佐
野
常
民･

長
与
専
斎
な
ど
～
」
伴
忠
康･

梅
渓
昇
著
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
小
冊

子
だ
が
『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
』
が
適
塾
記
念
会
よ
り
発
行
さ
れ
て
お
り
、
適
塾
の
模
型
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
模
型
に
よ
っ
て
二
階

の
様
子
が
一
目
で
判
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
畳
一
枚
毎
に
書
い
て
あ
り
、
ヅ
ー
フ
部
屋
・
塾
頭
部
屋
・
塾
生
大
部
屋
・
塾
生
部
屋･

物

干
場
な
ど
が
あ
る
。

江
戸
幕
府
は
蘭
方
の
医
学
の
み
を
最
初
に
公
認
し
た
が
、
緒
方
洪
庵
の
実
力
を
認
め
て
、
江
戸
の
侍
医
に
迎
え
入
れ
た
の
で
あ
る
。
洪

庵
自
身
は
大
阪
に
住
み
慣
れ
た
上
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
住
み
つ
づ
け
た
か
っ
た
が
、
出
身
藩
の
岡
山
の
木
下
藩
二
万
五
千
石
に
圧
力
が

懸
か
り
、
同
藩
か
ら
の
要
請
で
よ
う
や
く
腰
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
洪
庵
は
西
洋
医
学
所
頭
取
と
し
て
赴
任
し
、
将
軍
の
侍
医
を
勤

め
て
い
た
。
た
だ
し
江
戸
で
の
暮
ら
し
は
わ
ず
か
十
ヶ
月
で
あ
っ
て
、
急
死
し
た
の
は
一
八
六
三
年
、
文
久
三
年
六
月
十
二
日
、
享
年
五

十
四
で
あ
っ
た
。
そ
の
枕
元
に
は
大
村
や
福
沢
が
か
け
つ
け
て
い
た
。
た
だ
そ
の
死
は
そ
れ
よ
り
早
く
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

墓
は
駒
込
高
林
寺
に
あ
り
、
一
度
参
拝
し
た
事
が
あ
る
。

さ
て
、
寿
序
の
話
に
戻
す
と
、
九
十
の
賀
宴
を
開
催
で
き
る
の
は
ご
く
少
数
で
あ
り
、
人
間
に
は
寿
命
が
あ
る
か
ら
誰
し
も
死
亡
す
る

事
は
確
か
で
あ
る
。
死
後
の
世
界
を
説
く
の
は
宗
教
で
あ
っ
て
、
孔
子
は
死
後
の
こ
と
を
説
い
て
い
な
い
。
死
後
の
事
は
分
か
ら
な
い
と

い
う
の
が
本
当
の
答
え
で
あ
ろ
う
。

私
は
慶
應
義
塾
を
定
年
後
、
す
ぐ
に
大
正
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
に
勤
め
、
七
十
一
歳
ま
で
定
年
後
一
年
多
く
勤
務
し
、
そ
の
直
後

か
ら
二
十
一
世
紀
旅
行
の
同
行
講
師
と
な
り
、
年
に
一
回
神
田
の
學
士
會
館
で
講
演
を
開
き
、
同
機
関
誌
『
旅
ニ
ュ
ー
ス
』
に
執
筆
し
た
。

（
3
）

（
4
）
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留
学
経
験
の
な
い
筆
者
が
最
初
に
中
国
へ
行
っ
た
の
は
山
西
省
方
面
で
あ
り
、
経
済
学
部
の
永
戸
多
喜
雄
団
長･

筆
者
は
副
団
長
、
立

間
祥
介
君
が
秘
書
長･

法
学
部
の
山
田
辰
雄
君
や
中
文
の
岡
晴
夫
君
も
一
行
中
に
入
っ
て
い
た
。
は
じ
め
て
中
国
大
陸
を
見
た
時
は
感
激

だ
っ
た
。
太
原
に
宿
泊
、
晋
詞
の
涌
水
の
池
に
行
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ
る
。
中
国
で
は
水
道
水
は
飲
め
な
い
が
、
飲
め
る
よ
う
な
優
れ

た
泉
が
あ
る
と
す
ぐ
に
、
天
下
第
一
泉
、
天
下
第
二
泉
と
い
っ
た
よ
う
な
名
称
を
付
け
る
。
こ
の
泉
は
本
当
に
綺
麗
で
そ
の
側
ま
で
降
り

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
水
を
た
っ
ぷ
り
飲
ん
だ
の
で
あ
る
。
更
に
唐
代
の
浄
土
宗
の
祖
、
善
導
の
玄
中
寺
へ
一
行
は
登
っ
た
が
筆

者
は
留
守
番
役
を
勤
め
た
。
石
炭
が
豊
富
で
露
天
掘
り
の
現
場
を
見
、
雲
崗
石
窟
に
行
っ
た
。

二
回
目
は
國
學
院
の
「
楚
辞
の
会
」
に
参
加
し
、
武
漢
大
学
の
人
を
通
訳
に
屈
原
関
係
を
ひ
ろ
く
廻
っ
た
も
の
で
あ
る
。
車
で
南
京
を

通
っ
た
が
、
街
の
様
子
が
分
か
ら
ず
歩
い
て
苦
労
し
た
事
は
覚
え
て
い
る
。
岳
陽
楼･

君
山
へ
行
っ
た
の
も
こ
の
時
で
あ
る
。

三
回
目
は
松
浦
友
久
団
長
、
佐
藤
一
郎
副
団
長
の
下
で
李
白
の
遺
跡
を
探
り
に
馬
鞍
山
市
に
行
っ
た
。
李
白
の
墓
や
長
江
の
ほ
と
り
の

衣
寇
塚
な
ど
を
尋
ね
た
の
で
あ
る
が
、
一
週
間
ぐ
ら
い
中
国
の
研
究
者
と
同
じ
宿
に
泊
ま
り
、
ま
さ
し
く
「
寿
序
」
と
同
じ
よ
う
な
経
験

を
し
た
の
で
あ
る
。
早
稲
田
の
松
浦
君
は
漢
詩
が
作
れ
る
か
ら
い
い
が
、
小
生
は
漢
詩
は
作
ら
な
い
と
い
う
と
、
そ
れ
な
ら
ば
字
を
書
け

と
い
う
訳
で
、
な
れ
な
い
筆
を
無
理
に
も
持
た
さ
れ
た
。
四
面
詩
や
書
画
で
埋
ま
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
時
こ
の
秋
に
桐
城

で
桐
城
派
の
学
会
が
開
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
及
ん
で
さ
っ
そ
く
出
席
の
回
答
を
出
し
て
お
い
た
。
実
現
す
る
と
上
海
の
交
通
大
学

ま
で
人
を
寄
こ
し
、
朝
の
洗
面
か
ら
学
食
で
の
食
事
、
交
通
の
案
内
ま
で
至
れ
り
尽
く
せ
り
だ
っ
た
。
洗
面
の
際
に
中
国
人
は
お
湯
を
使

う
事
も
は
じ
め
て
見
て
知
っ
た
の
だ
っ
た
。
学
会
は
会
の
後
の
食
事
の
時
な
ど
は
、
巣
湖
と
い
う
大
き
な
湖
が
あ
る
か
ら
食
卓
に
蟹
が
山

積
み
さ
れ
た
。
ま
た
、
長
老
か
ら
順
次
席
を
立
つ
事
も
覚
え
た
。
ま
さ
し
く
「
長
幼
序
有
り
」
で
あ
る
。
ま
た
、
硯
な
ど
の
記
念
品
を
戴

い
た
の
も
こ
の
学
会
で
あ
る
。

あ
と
は
中
国
旅
行
は
多
く
な
る
か
ら
順
序
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
多
分
二
十
回
以
上
は
行
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
学
会
の
招
待
状
（
最
初

の
う
ち
は
中
国
大
使
館
へ
提
出
）
で
よ
く
有
栖
川
宮
公
園
の
前
通
り
を
通
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
か
な
か
手
続
が
面
倒
だ
っ
た
。
今
で
は

旅
行
社
を
通
し
て
す
ぐ
に
手
続
が
出
来
、
旅
行
が
歓
迎
さ
れ
る
世
の
中
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
旅
行
の
中
国
の
旅
で
は
「
唐
宋
八
家
・
韓
愈･

柳
宗
元･

蘇
東
坡
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
旅
」
と
か
「
孔
孟
の
故
郷
と
李
白
・

杜
甫
歴
遊
の
地
を
訪
ね
る
」
と
か
「
紹
興･

寧
波
と
天
台
山
、
各
時
代
の
名
跡
を
味
わ
う
旅
～
王
羲
之･

陸
游･

王
陽
明･

魯
迅
ゆ
か
り
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の
浙
江
省
～
」
と
か
が
あ
る
。
最
後
は
二
〇
一
二
年
九
月
一
日
～
八
日
の
七
泊
八
日
間
で
あ
り
、「
黄
崖
関･

娘
子
関
と
古
都
北
京
を
め
ぐ

る
華
北
の
旅
～
天
津･

石
家
荘
二
つ
の
長
城
と
『
三
国
志
』
趙
雲
故
里
を
訪
ね
て
」
と
な
っ
た
。
同
僚
の
山
下
輝
彦
君
と
再
会
し
た
の
は

北
京
城
で
あ
り
、
当
時
北
京
大
学
に
留
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
旅
は
い
ず
れ
も
学
士
会
館
で
資
料
を
渡
し
、
そ
の
後
一
時
間

半
講
演
を
し
、
質
疑
応
答
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
中
国
へ
は
個
人
旅
行
で
度
々
お
邪
魔
し
、
魯
迅
の
実
家
な
ど
は
三
回
ほ

ど
訪
ね
て
い
る
。

同
じ
と
こ
ろ
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
の
も
悪
い
も
の
で
は
な
い
。
一
回
目
に
桐
城
に
行
っ
た
時
に
は
孔
子
は
廟
に
祭
ら
れ
、
二
度
目
に
行
っ

た
時
に
は
撤
去
さ
れ
て
博
物
館
と
な
り
、
三
度
目
に
行
っ
た
時
に
は
布
の
像
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
た
。
道
路
は
一
回
目
に
は
悪
路
も
い
い

と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
二
回
目
に
は
大
分
よ
く
な
り
、
三
回
目
に
は
舗
装
さ
れ
て
お
り
驚
い
た
。
安
徽
省
の
奥
地
で
も
こ
の
通
り
だ
か
ら
沿

海
地
方
の
大
都
会
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

か
く
て
寿
序
の
話
は
脱
線
に
脱
線
を
重
ね
て
い
る
よ
う
だ
が
そ
ろ
そ
ろ
御
開
と
し
た
い
。

注

（
１
）	

女
士
は
『
随
園
食
単
』（
柴
田
書
店
、
一
九
七
五
年
）
の
監
訳
者
で
、
湯
島
聖
堂
の
中
国
料
理
教
室
の
専
門
家
。
土
曜
談
話
会
同
人
で
あ
る
。

（
２
）	

筆
者
の
友
人
、
文
学
部
図
書
館
学
校
卒
。
福
沢
諭
吉
研
究
で
成
果
を
挙
げ
る
。『
福
沢
諭
吉
門
下
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
五
年
）

他
。
慶
應
義
塾
大
学
を
定
年
退
職
し
て
か
ら
、
前
上
田
短
大
教
授･

図
書
館
長
。

（
３
）	

こ
れ
は
大
阪
大
学
放
送
講
座
と
し
て
近
畿
放
送
ラ
ジ
オ･

昭
和
五
十
五
年
十
月
十
二
日
か
ら
五
十
六
年
一
月
四
日
、
毎
週
日
曜
日
、
午
後
九

時
～
九
時
四
十
五
分
ま
で
。

（
４
）	

同
『
旅
ニ
ュ
ー
ス
』
二
十
八
号
の
「『
史
記
』
の
遊
俠
の
精
神
と
『
水
滸
伝
』」
を
き
っ
か
け
に
、
三
十
一
号
の
「
蘇
東
坡
と
三
国
志
《
二
つ

の
赤
壁
》
の
旅
」、『
旅
ニ
ュ
ー
ス
』
四
十
号
「
桐
城
派
と
曾
国
藩･
李
鴻
章
」、「
陳
子
昂･

白
楽
天
の
詩
跡
と
清
朝
皇
宮
文
化
の
旅
」、
四
十
三

号
「
随
想･

新
中
国
理
解
の
た
め
に
（
一
）
史
記･

三
国
志･

水
滸
伝
の
世
界
」、
四
十
六
号
よ
り
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
二
）
魯

迅
と
郭
沫
若
」、
四
十
七
号
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
三
）
桐
城
派
と
文
学
革
命
」、
四
十
八
号
「
随
想
新
・
中
国
理
解
の
た
め
に
（
四
）

思
想
遺
跡
」、
四
十
九
号
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
五
）
世
襲
と
科
挙
」、
五
十
号
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
六
）
漢
文
と

中
国
語
、「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
七
）
北
方
と
南
方
」、
五
十
二
号
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
八
）
対
の
思
想
」、
五
十
三
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号
「
随
想
新
中
国
理
解
の
た
め
に
（
九
）『
論
語
』
と
『
孟
子
』」、
五
十
四
号
「
随
想
新
・
中
国
理
解
の
た
め
に
（
十
）
王
陽
明
と
李
卓
吾
」、
五

十
五
号
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
十
一
）
辛
亥
革
命
百
年
」、
五
十
六
号
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
十
二
）
遣
唐
使
船
の
昔

と
今
」、
五
十
七
号
「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
十
三
）
不
老
長
寿
と
薬･

酒･

茶
」、
五
十
八
号
「
旅
行
業
廃
業
の
ご
挨
拶　

二
〇
一

二
年
十
二
月
十
日
、
代
表
取
締
役
会
長　

齊
藤
和
弘
・
代
表
取
締
役
社
長　

坊
野
正
弘
」。「
随
想
新･

中
国
理
解
の
た
め
に
（
十
四
）」
は
、「
独

･
仏
国
境
の
街
」
で
書
い
た
が
、
遂
に
発
行
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

付
記

筆
者
は
一
九
八
二
年
の
「
老
舎
著
作
愛
好
者
訪
中
団
」
に
参
加
し
て
北
京
を
訪
問
し
て
い
る
。
同
行
者
に
は
故
小
野
忍
東
京
大
学
教
授
・
元
慶
應
義

塾
大
学
文
学
部
講
師
の
夫
人
純
子
女
士
（
同
女
士
か
ら
の
手
紙
が
筆
者
の
手
元
に
あ
る
。）
お
茶
の
水
女
子
大
学
卒
業
の
若
い
女
性
達
他
が
あ
り
、
筆
者

た
ち
は
故
袁
世
凱
の
北
京
時
代
の
屋
敷
に
住
み
、
北
京
大
学
に
留
学
中
の
人
見
豊
君
（
当
時
慶
應
義
塾
高
等
学
校
教
員
）
に
連
絡
事
項
が
あ
り
、
夜
訪

ね
て
来
た
。
翌
朝
、
お
茶
の
水
の
卒
業
生
た
ち
か
ら
、
瞳
み
の
る
が
い
た
な
ら
一
目
会
い
た
か
っ
た
と
の
事
。

同
行
者
中
の
「
北
斗
」
同
人
は
、
伊
藤
敬
一
。
東
京
外
語
大
学
卒
。
都
立
大
学
教
授
→
東
京
大
学
教
授
。
土
曜
談
話
会
同
人
。
著
書
に
『「
老
牛
破
車
」

の
う
た
―
お
お
ら
か
に
、
し
な
や
か
に
日
中
友
好
を
―
』（
光
陽
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）。
そ
の
出
版
記
念
祝
賀
会
発
起
人
は
、
阿
部
兼
也･

尾
上

兼
英･

佐
藤
一
郎･

田
中
義
教
で
あ
る
。
と
き
、
二
〇
〇
八
年
二
月
十
六
日
（
土
）、
と
こ
ろ
、
学
士
会
館
分
館
一
階
「
ポ
ル
タ
・
ロ
ッ
サ
」
で
あ
る
。

な
お
丁
玲
と
洛
賓
基
が
訪
ね
て
来
た
事
が
あ
り
、
丁
玲
に
は
伊
藤
氏
が
、
洛
賓
基
に
は
筆
者
が
当
た
っ
た
。
洛
賓
基
の
「
長
白
山
の
人
参
」
を
『
讀

賣
新
聞
』
の
日
曜
版
で
紹
介
し
た
事
が
あ
っ
た
。
場
所
は
北
京
市
の
同
和
居
で
あ
る
。
北
京
、
山
東
料
理
。

中
国
側
の
記
録
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三
月
二
十
六
日
（
金
）
十
三
時
五
分　
Ｊ
Ｌ
七
八
一
便
で
北
京
着

十
八
時
十
分
出
発
。
十
八
時
三
十
分　

中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
副
主
席
副
会
長･

詩
人
林
林
主
催
歓
迎
宴
会
、
場
所　

仿
膳

三
月
二
十
七
日
（
土
）
八
時
三
十
分　

八
宝
山
老
舎
霊
堂
参
り

十
五
時
四
十
五
分
出
発　

十
六
時　

老
舎
宅
着　

座
談
会

三
月
二
十
八
日
（
日
）
老
舎
家
族
と
の
座
談
会　

場
所　

対
外
文
化
協
会

十
四
時
出
発　

胡
同
参
観

三
月
二
十
九
日
（
日
）
八
時
三
十
分
出
発　

胡
同
参
観　

十
三
時
三
十
分
出
発　

映
画
ス
タ
ジ
オ
見
学
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三
月
三
十
日
（
火
）
午
前　

友
誼
商
店　

十
三
時
出
発　

十
四
時
二
十
五
分
Ｃ
Ａ
五
一
一
〇
便　

済
南
へ
向
か
う

三
月
三
十
一
日
（
水
）
午
前　

老
舎
著
作
学
術
交
流
会　

場
所　

山
東
大
学

午
後　

済
南　

老
舎
故
居
見
学･

夜
曲
阜
へ
向
か
う

四
月
一
日
（
木
）
曲
阜
名
所
旧
跡
参
観　

夜
四
十
六
次
汽
車
で
北
京
へ
帰
る

四
月
二
日
（
金
）
五
時
十
分　

北
京
駅
着　

午
前　

休
憩

十
四
時
出
発　

故
宮･

北
海
公
園
見
学･

遊
覧

四
月
三
日
（
土
）
八
時
出
発　

栄
宝
斎
見
学･

買
物

十
三
時
四
十
五
分　

出
発　

中
國
作
家
教
会
と
座
談　

場
所　

対
外
友
好
協
会

四
月
五
日
（
月
）
八
時
三
十
分
出
発　

天
壇
公
園　

友
誼
商
店

十
六
時
十
五
分　
Ｊ
Ｌ
七
八
二
便
に
よ
り
帰
国

四
月
三
日
夜
は
中
国
の
歌･

踊
り･
京
劇
な
ど
を
見
る
予
定
で
す

手
元
の
メ
モ
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

護
国
寺
は
、
奥
野
信
太
郎
先
生
訳
の
『
老
張
的
哲
学
』
に
描
写
さ
れ
た
小
揚
子
胡
同
近
し

缸
瓦
市
基
督
教
会　

ま
た
こ
の
付
近
胡
同
に
住
む
満
族
、
辛
亥
革
命
以
来
兵
士
の
給
料
な
し
、
そ
れ
故
多
く
教
会
に
入
り
、
生
活
の
道
を
み
つ
け
る
。

（
許
氏
に
よ
れ
ば
満
族
に
対
し
て
現
在
の
中
国
、
差
別
意
識
少
な
し
。
風
俗
習
慣
言
語
似
て
い
る
た
め
か
。）

ロ
ン
ド
ン
会
の
主
要
教
会
『
老
張
的
哲
学
』
で
救
世
軍
の
描
写
。
そ
れ
は
教
会
で
の
活
動
反
映
。

北
京
基
督
教
会
缸
瓦
市
堂
、
老
舎
教
会
執
事
た
り
。
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
、
こ
の
教
会
の
胡
同
に
住
む
、
重
要
な
交
友
関
係
を
結
ぶ
。
革

命
家
に
な
っ
た
人
も
あ
り
。

昼
食
は
、
清
真
「
東
来
順
飯
荘
」
羔
羊
肉
。

北
京
撮
影
所
で
は
、「
茶
館
」「
駱
駝
祥
子
」「
竜
鬚
溝
」
の
三
本
の
一
部
を
見
る
。
ス
タ
ジ
オ
及
セ
ッ
ト
見
学　

吉
林
人
参
の
店
頭
広
告
、『
金
光
大
道
』

浩
然　

二
つ
の
路
線
の
主
張
を
自
己
批
判
の
上
復
活
す
る
と
聞
く
。
夜
「
物
資
礼
堂
」
に
て
曹
禺
「
日
出
」
二
幕
ま
で
。

三
十
日
（
火
）
雍
和
宮　

国
子
監
散
歩　

首
都
博
物
館
～
李
大
釗
展

済
南　

南
郊
賓
館
泊
、
夜
「
山
東
の
老
舎
」「
聊
斎
志
異
」
の
映
画
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三
十
一
日
（
水
）
済
南　

軍
の
施
設
に
て
、
渋
谷
誉
一
郎
君
に
会
う
。
当
時
同
大
学
学
生
。

北
京
の
作
家
と
し
て
の
老
舎

地
域
的
で
全
体
的
な
ひ
ろ
が
り
の
あ
る
作
家

純
粋
の
北
京
語　

胡
同
・
店･

地
域
性
。
前
期
の
思
想
変
遷

人
生
の
複
雑
性
知
っ
て
温
く
、
こ
れ
に
対
す
。
肌
の
ぬ
く
も
り
の
人
柄
が
よ
く
反
映
す
る
作
家

大
き
な
文
学
団
体
に
は
属
し
た
こ
と
な
し
。
老
舎
の
特
徴
。
独
立
し
た
作
家
。

文
学
運
動
を
中
心
に
礎
え
る
文
学
史
で
は
軽
視
さ
れ
が
ち
。

李
清
照
記
念
館
修
理
中　

大
明
湖　

李
白
と
杜
甫
の
会
っ
た
小
島

①
済
南
故
宅　

南
新
街
～
井
戸
あ
り
。
三
年
住
む

②
以
前
の
斉
魯
大
学
→
山
東
医
学
院　

老
東
村
四
号

三
ヶ
月
老
舎
住
む

③
斉
魯
大
学　

二
度
目
に
住
ん
だ
と
こ
ろ
。
教
員
住
宅　

済
南
事
変
直
前

最
後
に
一
家
で
こ
こ
に
住
む

欒
先
生
は
老
舎
の
老
朋
友
、
そ
の
娘
さ
ん
の
話

老
舎
、
こ
こ
に
資
料
残
し
、
北
京
へ
行
く
。
沈
先
生
の
援
助
で
最
後
の
脱
出
列
車
に
乗
込
む
。
南
の
部
屋
は
家
族
用

北
方
の
部
屋
は
老
舎
一
人
の
書
斎
。（
三
十
七
年
八
月
～
十
一
月
ま
で
）

◎
一
九
三
〇
年
止
ま
り
，
ま
た
事
務
室
（
現
在
も
本
部
の
よ
う
な
建
物
）
約
一
年
近
く
の
間
暮
ら
す

「
大
明
湖
」
執
筆
の
部
屋
、
ま
た
「
月
牙
児
」
中
に
も
大
明
湖
の
描
写
あ
り
。
済
南
で
四
年
住
む
事
に
な
る

四
月
一
日
（
木
）
孔
子
廟
の
右
側
の
一
角
に
故
宅
あ
り
。

故
宅
故
井
あ
り
。
一
九
二
〇
年
孔
徳
成
生
る
（
第
三
夫
人
出
生
）
七
十
七
代
目
。

四
月
二
日
（
金
）
午
前
中　

国
子
監
（
首
都
博
物
館
、
国
子
監
は
孔
子
廟
）

○
名
碑　

康
熙
四
十
八
年
三
月
二
十
日
、
貢
士
戴
名
世
題

　

等
二
百
九
十
二
名

　

第
一
甲　

趙
熊
詔　

江
南
武
進
人

　

戴
名
世　

江
南　

桐
城
人
（
拙
著
『
中
国
文
章
論
』、
研
文
出
版
参
照
）

　

繆
沅　

江
南　

泰
州
人
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進
士
及
第
は
一
甲
の
三
名
の
み

　

第
二
甲
は
、
進
士
出
身
、
第
三
甲
賜
進
士
及
第

　

集
賢
門
内
は
首
都
図
書
館
（
国
子
監
学
問
所
）

　

方
家
胡
同
→
家
～
と
な
る
。

　

安
定
門
百
貨
商
場
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
玩
具
展
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
只
生
一
個
孩
子
好
」

文
芸
戦
線
に
お
け
る
労
働
模
範　

老
舎
は
な
が
く
北
京
に
い
る
。
人
民
作
家
の
呼
称
。
第
二
代
三
世
代
に
影
響
及
ぼ
す
。

作
家
協
会
に
つ
い
て
の
紹
介

作
家
の
自
身
の
希
望
に
よ
り
結
成
。
一
九
五
三
年
に
文
学
工
作
者
協
会
の
名
称
よ
り
改
め
る
。
二
ク
ラ
ス
。

総
会
と
分
会
の
会
員　

一
七
〇
〇
名
。

総
会
会
員
は
創
作
活
動
で
す
で
に
成
果
を
挙
げ
た
者
に
限
る
。
二
册
～
四
册
の
本
を
書
い
た
人
。

主
席
団
は
現
在
の
有
名
作
家
か
ら
成
る
。
現
在
巴
金

老
舎
副
主
席
の
と
き
茅
盾
が
主
席
。

○
作
家
と
出
版
社
と
の
関
係

作
家
協
会
は
人
民
団
体
。
出
版
社
は
企
業
。

人
民
文
学
出
版
社
は
作
家
に
と
り
、
優
れ
た
作
品
を
書
け
ば
発
表
場
所
の
心
配
な
し
。
原
稿
料
割
に
低
い
、
他
の
国
と
違
う
と
こ
ろ
。
作
品
の
原
稿
料

の
他
に
、
毎
月
給
料
が
出
る
。
原
稿
料
に
頼
っ
て
生
活
で
き
る
作
家
は
た
だ
一
人
、
巴
金
。
他
の
作
家
は
す
べ
て
給
料
で
生
活
。

著
作
の
多
い
作
家
は
稿
料
と
給
料
、
こ
の
制
度
に
満
足
。

作
家
の
物
質
上
の
権
益
と
政
治
上
の
権
益
を
守
る
点
で
は
ま
だ
足
り
な
い
。

作
家
の
知
ら
ぬ
間
に
、
映
画
化･

テ
レ
ビ
化
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
も
今
後
は
作
家
協
会
で
解
決
し
て
ゆ
く
。

○
あ
る
作
家
の
評
価

あ
る
べ
き
評
価
ま
だ
得
て
い
な
い
。
作
家
協
会
の
主
要
方
針
。
正
し
い
方
向
に
導
く
こ
と
に
あ
り
、
方
針
の
中
で
、「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
こ
れ
容

易
で
は
な
い
。

文
学
刊
行
物
の
方
針
と
も
し
て
い
る
。

○
作
家
た
ち
の
福
祉
。
夏
、
廬
山
や
北
戴
河
へ
行
か
せ
て
作
家
た
ち
を
保
護
し
て
い
る
。

○
編
集
者
の
能
力
に
よ
り
、
有
望
な
作
家
を
つ
か
ま
え
る
。
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出
版
社
は
競
争
し
て
い
る
。
編
集
者
は
作
家
を
兼
ね
る
。

現
在
の
中
国
。

作
家
の
死
後
二
十
五
年
は
遺
族
に
出
版
権

○
専
門
作
家
は
十
数
人
か
ら
二
十
人
。

丁
玲･

艾
青･
巴
金
な
ど
。

○
地
方
に
も
通
勤
せ
ず
に
、
原
稿
を
書
け
ば
よ
い
作
家
が
い
る
。

作
家
協
会
の
学
習
活
動
に
は
、
専
門
作
家
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
北
京
の
王
蒙･

劉
心
武
は
半
年
は
訪
問
取
材
、
半
年
は
執
筆
で
あ
る
。

創
作
休
暇

作
家
所
属
の
仕
事
先
か
ら
三
ヶ
月
～
半
年
の
休
暇
を
申
請
さ
せ
て
、
与
え
る
。

○
趙
樹
理
を
代
表
す
る
一
派
を
ジ
ャ
ガ
イ
モ
派
と
い
う
。
北
京
へ
は
会
議
の
時
だ
け
出
て
、
あ
と
は
す
べ
て
農
村
に
い
る
。
柳
青･

周
立
波
の
三
人
だ

が
、
周
立
波
と
柳
青
の
読
者
は
知
識
人
。
し
か
し
趙
樹
理
の
読
者
は
北
京
の
最
高
の
知
識
人
か
ら
字
の
読
め
な
い
農
民
ま
で
。

老
舎
は
下
町
の
人
を
描
い
た
が
、
老
舎
の
趙
樹
理
に
与
え
た
評
価
は
高
い
。
趙
は
一
九
四
二
年
か
ら
四
三
年
に
有
名
に
な
る
が
、
解
放
軍
元
帥
の
彭
徳

懐
が
高
い
評
価
を
与
え
る
。
八
路
の
副
総
司
令
が
山
西
の
小
新
聞
の
趙
の
作
品
を
発
見
し
推
薦
の
言
葉
を
書
き
宣
伝
。
し
か
し
、
人
民
文
学
時
代
の
評

価
は
相
対
的
に
低
く
な
る
。

丁
玲
に
対
す
る
評
価
。

二
十
数
年
間
、
創
作
の
権
利
を
失
う
。
こ
の
逆
境
に
あ
り
な
が
ら
、
自
信
を
失
わ
ず
創
作
停
止
し
た
こ
と
な
し
。
北
大
荒
（
黒
竜
江
省
）
へ
行
か
さ
れ

た
が
創
作
停
止
し
た
こ
と
な
し
。

今
年
七
十
六
歳
に
な
る
も
意
欲
を
持
ち
長
編
小
説
を
書
い
て
い
る
。
昨
年
十
册
近
く
出
版
。
一
昨
年
乳
癌
を
手
術
す
る
が
経
過
良
好
、
精
力
た
い
へ
ん

盛
ん
に
し
て
、
何
時
間
で
も
演
説
す
る
。
中
国
の
先
輩
作
家
中
、
声
望
あ
る
作
家
で
あ
る
。

胡
喬
木
論
文
『
紅
旗
』
発
表
。

毛
沢
東
の
優
れ
た
点
、
悪
い
と
こ
ろ
を
指
摘
す
る
。

こ
れ
を
補
足
し
て
も
ら
い
た
い
。

馮
牧
の
答
え
。

第
一
に
、
中
国
作
家
の
最
大
関
心
事
。

第
二
に
、
毛
沢
東
「
文
芸
講
話
」
の
四
十
周
年
紀
念
を
あ
と
二
ヶ
月
程
で
迎
え
る
。
原
則
的
問
題
き
り
云
え
な
い
。
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毛
主
席
講
話
紀
念
の
た
め
中
国
で
學
術
討
論
会
が
開
か
れ
よ
う
。
毛
文
芸
思
想
に
つ
い
て
文
芸
界
に
は
六
十
一
総
会
よ
り
統
一
さ
れ
て
い
る
。

胡
喬
木
談
話

第
一
正
し
い
目
で
毛
主
席
文
芸
思
想
見
る
。
大
部
分
の
作
家
が
賛
成
し
て
い
る
と
思
う
。

こ
れ
は
少
数
派
な
る
も
、
専
門
的
に
本
を
書
い
た
こ
と
が
な
い
。

文
芸
体
系
あ
る
か
ど
う
か
に
意
見
あ
る
者
あ
り
。

そ
れ
は
生
前
偉
大
な
政
治
指
導
者
で
あ
り
、
誰
に
も
代
れ
な
い
仕
事
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

毛
文
芸
路
線
は
原
則
的
に
正
し
い
も
の
で
あ
る
。

毛
文
芸
思
想
に
対
す
る
三
つ
の
意
見

第
一
、
延
安
文
芸
座
談
会
講
話
、
重
要
な
深
い
意
味
が
あ
る
。

第
二
、「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
解
決
す
る
と
い
う
意
見

第
三
、
文
芸
著
作
「
文
学
工
作
者
に
対
す
る
談
話
」
で
、
文
化
伝
統
と
外
国
の
優
れ
た
芸
術
を
批
判
的
に
摂
取
す
る
。

こ
の
三
つ
が
毛
沢
東
の
基
本
的
原
則
と
考
え
る
。

こ
の
原
則
に
対
し
、
胡
喬
木
氏
が
適
當
な
ま
と
め
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
わ
た
し
も
賛
成
し
て
い
る
。

そ
し
て
今
後
文
芸
界
で
実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

「
文
芸
は
労
働
者･

農
民･

兵
士
の
た
め
に
奉
仕
す
る
」
の
課
題
は
、
適
切
で
な
い
と
考
え
る
。「
労
農
兵
の
た
め
」
で
な
く
、
人
民
の
た
め
奉
仕
す
る
、

と
現
在
で
は
広
汎
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

い
ま
、
作
品
の
思
想
と
内
容
が
統
一
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
い
る
。
も
し
政
治
第
一
を
強
調
す
る
と
、
概
念
化
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
そ

れ
以
外
の
毛
主
席
の
文
芸
意
見
に
対
し
て
は
、
今
後
学
術
問
題
と
し
て
討
論
し
て
い
き
た
い
。

も
ち
ろ
ん
毛
主
席
の
文
芸
思
想
の
文
芸
と
生
活
、
民
衆
闘
争
の
関
係
は
正
し
い
も
の
。
私
た
ち
の
一
致
し
た
態
度
は
文
芸
思
想
に
つ
い
て
勉
強
す
る

と
共
に
、
新
し
い
歴
史
条
件
に
従
っ
て
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

毛
思
想
の
も
の
な
ら
、
す
べ
て
正
し
い
と
す
る
考
え
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

し
か
し
す
べ
て
否
定
す
る
の
も
正
し
く
な
い
。

	


